




































































































































１） 原典はドーバントンの「パリの建設企業についての報告」Rapport relatif aux








































































































して，「児童の友協会 Société des Amis de l’Enfance」や，孤児のための













[Duroselle, 1951, p173] だが，かれにはもう一つの狙い，つまりこの組織に
より，カトリックのさまざまな宗派の和解を目指すという目的があった。




の『相互に励ます連繋組織 Association d’Encouragement mutuel』になるこ























































言したものである。[Lavergnée, 2008, p581: Duroselle, 1951, p223]
当初の案では１００名に限定された会員数は，後に１２５名に拡大されたが，
いずれも錚々たる「上流階級」の人士であり，創設メンバー１０９名のなか
には１１名の下院議員を数えた。[Duroselle, 1951, p223] 他には，カトリッ
クの貴族，司法官，産業ブルジョワジー，医師，弁護士などが名を連ねて
いた。つまり上流階級の人士のみが加入できる特権的な慈善団体であった。













































































































的監視 haute police sociale」を担う法律であるべきだとも述べている。






































































































































































































































































































































１５） ところが R. H.ゲランは，同委員会は総計でパリの住戸の１８％を訪問調査






だが，これらはともに過大評価で，家屋 maison と住戸 logement が，意
識的か無意識かは分からないが，混同されている。
さて第三共和政になると同委員会の活動は幾分低下するようである。１８７１







冊に纏められている。Rapport général sur les travaux de la Commission des




















































































































































































































































































































































































































































































































１４６ ３６６ ３０６ ３３７ １０４ ７ １，２６６


























































































































































































































































事に必要な費用を差し引いた市価 valeur vénale を基準にすべきと主張し
た。かれの提案を盛り込んだ法案は１９０４年に下院に提出され，１９１０年に
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